積算内訳書の作成方法及び注意事項

１．作成方法等
積算内訳書は、各公表案件に添付された積算内訳書を必ず使用してください。
また、この積算内訳書に必要事項を記載し入札書に添付（同封）のうえ提出してください。（積算内訳書の添付がない入札書は、無効とします。）
直接人件費は、単価及び数量が異なる清掃員ごとに別行にしてください。一式での記載は認めません。直接人件費の「摘要」欄には勤務体制を記載してください。（例：8:00～17:00　休憩１時間）
入札書提出後は、積算内訳書の差し替えや内容確認はできませんので、提出前に必ず内容確認を行ってください。
２．注意事項
案件ごとの入札情報に定めがあるもののほか、次の表の各項に掲げる場合に該当するものについても、高松市契約規則（昭和３９年高松市規則第３６号）第１２条の４第９号に該当する入札として、原則として当該積算内訳書の提出業者の入札を無効とします。
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